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亙 緒 論

ユ802年Ple簸k及 びM甜erに より,人 窒息屍血が流動性であ り,そ れが窒息死特有

の徴候であると唱えられ,爾 来多数の学者に依 り,そ の診断的価値又は成因等について

の研究業績は枚挙に遽がない。窒息死のみならず急激死亡入屍血が流動性に留まること

は今日一般に認められていて,特 ンこ窒恵死に於ては内臓諸臓器 の璽血,漿 膜下粘膜下等

の温血点と共に重要な徴候 として法医学的診断価値 の大であることは沿 く入 の知る所で

あるが,人 聞以外の動物実験では急激死に陥らしめても殆んど全部が不凝固性を獲得 し

得 ない。唯犬と猫 とに於 て急死の場合稀に流動性血液を得 ることがあるに過ぎない。これ

が為に流動性屍血に関する幾多の疑問は樹閾明されていない。故に此の疑問を解明する

には入死体を材料 とし死亡直後 より経時的に検査することが絶対的必要の条件であるこ

とは喋々の要がないと云える。殊に流動性屍血中含有の繊維素原の変性に関する問題,

並に免疫血清学的方面 より観た繊維素原の定量問題,加 之,屍 血の凝血溶解問題等に関

し急激死亡人屍血に就いて,死 直後 よ り之を経刻的に而 も系統的に観察 した者は,文 献
(28)}を渉猟 しても未だ嘗て之あるを発見し得 ない

。共同研究者申の一入佐中の前回の検査に

引続いて,偶 々斯る検査研究をすることの機会に恵 まれたので,其 の興味ある成績と薪

事実 とを蝕に報告する次第である。

塾 窒息入屍 血の体外 に於 ける凝 固時問限界

並 に繊 維素原 の検索

嚢に共 同研究者中の一入である佐中は入死体検査に於て観察 した如 く(佐 中著 「急激(28)

死亡入屍血の流動性獲i得に至る経過に就て」を参照)窒 息死人血液は死後2乃 至3時 間

までは自然凝固能を保有し,そ れ以後には消失して流動性を獲i得するに至るものである

が,該 屍血中の繊維素原の検出に当つて,食 塩による塩析性は硫酸安門に よる夫よ りも

早期に消失する事実から考察すると,食 塩の塩析性の有無のみで繊維素原の変性を云 々(9)

す可き ことでない ことは勿論 で,鷲 塚は食塩に よる塩析性 の減弱乃至消失 を以 て繊維素

*本 論丈の内容は昭和ユ9年の日本法医学会に発表 したものと,其後の研究 とを一括 したものであ

る。
**信 州大学教授
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原の変性を判定するには，該屍血の示す水素イオン濃度の意義を併せて考うべきである

と二っている。二等も亦Hammersten三法に則り，繊維素原を製するに当って薪鮮血

漿を使用するにも不拘，時に飽和食塩：水の適量添加に依て繊維素原の析出の無いことが

あり，斯る際血漿のPHを測るとアルカリ側に傾いていることを確めたので，弱酸の稀

薄液で中性に修正すると共に食塩過量添加に依て容易に目的を達することができた喜実

に鑑み，以下実験第1例より第7例に至る7例の入門血漿に就ては，以上の点を充分に

老慮の上検査を実施したところ，硫酸安門と全く同一の結果を得た。而して佐中の前回

の実験報告に際しては，血液凝固阻止剤として門構酸曹達を使用したが，該塩はその水

溶液がPHに影響すること甚大であるから，爾後の実験にはPHに影響を及ぼさないと

云われる2％蔭酸加里水溶液（PH－7．①を’可検血液の1／10量添加して行って好結果を

収めることができた。

　今回集録した実験では，各宮門対照として死亡前の正常血を肘正門静脈より擦血して

検査した。而して死後心臓穿刺による擦午時申，第1乃至第4の各例に於ては，死後3

時聞目の次に3ヲ鋳牛馬を，第5乃至第7の各例には，更に死直後並に死後1／2時闇目を

追加すると共に，第3乃至第7の各例に於ては，屍血の流動性獲得と共に「ト・ンビン」

として薪鮮賦活家兎血肝を同量添加し，室温に放置して凝固の起るや否やをも検査し

た。街賦活「トnンビン液」は蕩鮮正常家兎血清に同量のN／10NaOHを加え2⑪分間放

置した後NんH2SO美で厳密に融和して作製したものを使用し，残余の実験方法は佐中
　　C28）
の報告と同一であるから省略する。

（1）実　験　威　績

　第1表及び第2蓑に示した如く，本検査威績中，屍血が体外に於て自然凝固能を保有

する限界は，個々の実験例に於て多少の差異はあるが，死後2時聞までのもの倉例，

2ife時間のもの3例，3時聞のもの2例で，之を要約すればその保有限界は死後2乃至

3時問であることが明かである。而して自然凝固能保有隈門内に捨て，個々の凝固時間

測定値は何れも対照である生前の凝固時闇測定値に比して，死後1時四目のものが最も

短縮し，爾後は経時的に延長して死後約2ヲ2乃至3ヲ2時間に至れば全く不凝固性即ち流

動性となる。

　而して死後1時干鱈の凝固時間の最も短縮している時の揉取血液は，他の時間に於て

採取した血液と異って2mg：PTO．　CC．の割合に蔭酸加里を添加しても，その凝固を防止

し得ないので，此の時限の擦取血液に於てのみその倍量即ち4mg：PrO．　CC．の蔭酸加里

を添加して凝固を阻止することが出来た。此の処置は爾後の実験に於ても施行した。

　揉取血液の1部を蔭酸加里添加にて不凝固性として血漿を分離し，繊維素原の中性塩

に依る析出可能限界即ち不変性限界を観ると，自然凝固能保有限界時より隔たる事僅か

に30分闇後の検査では，之を折出し得るが，1時闇後の検査に於ては何れも全く変性し

て析出不能となる。故に繊維素原の完全変性限界は，死後約3乃至4時間内外となる。

第［R一表及び第2表には中性塩並に加熱に依る繊維素原の析出の陰陽性の表示のみにと§

まっているが，この析出状況を対照の正常血のそれに比較すると，死後経刻的に次第に

減量の一途を辿る。叉死後21／，i乃至3時閤にて自然凝固能消失した後更に30分にして
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算！表　窒息入屍血液の体外に於る凝固時闇限界並に繊維素原の検索
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　　　第2表．窒息入屍血液の体外に於る凝固時間限界並に繊維素原の検索
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手取した血液も，樹その繊維素原は多少の塩：母性を保有しているが，この時の血液は勿

論自然凝固能はなく流動性血．液である。然し之に「トロンビン」を添加しても全く凝固

しない第3及び第4例の如きものもあり，・又多少凝固に傾く第5及び第7例の如きもの

もある。斯る多少の相違は各個体の血中のHepa血の如きA　lntith・rombiSchに作用す

る物質の量的関係や繊維素原の変性の遅速の差異等に依て起るものと考えられる。

興　繊維素原の定量試験

　流動性屍血申の繊維素原は変性してるが佐藤・島崎の法で検査すると明確に存在して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
いて，其の量も正常血漿中のそれと略ぐ同量にあると云うことは，島崎の劃期的の研究

で明かである。叉，本共同研究考の一入佐中も之を追試し確認している。鼓で問題にな

るのは，死後その屍血中の繊維素原が繊維素とならずに常に繊維素原として液体の状態

を保有していて漸次変性に移行するものであるか香かの点である。死後経時的に心臓穿

刺により揉干して，其の血漿中の繊維素原を定量する際，若し心臓内血濠が多少なりと

も凝固するか，又は不完全ながらも凝固に傾く時は，心臓穿刺に依り擦諭した血液は全

血でなく，従って其血漿申の繊維素原は量的に減少を免れないことは自明のことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）
果して如何であろうか？。此の問題に関して佐中は既に其の1例を検査報告しているが，

輩にk例のみでは正確な結論を得られないので，余等は例を更に重ねて其鵠正を期せん

として検査を続行した。

　繊維素面定量の佐藤一島崎の：方法を略記すれば次の如くである。免疫動物としては健

康家建を選び，免疫原としては豚繊維素原を使用，繊維素原溶液の精製はNOlfの改良

したHammersten氏法にPrethrombin除去法としてFuchsの提唱の「水酸化マ
グネシウム」添加法を併用した。免疫：方法は家畜血清のO．3ccに相当する蛋白：量の豚繊

維素原溶液を2日の間隔を置き10回注射し，最後の注射日より7日後に揉面しtiterを

測定して，使用に堪えるものを擦面し，血清を分離して0．5％の割合に石炭酸を加えて

冷蔵庫中に貯蔵し，使用の度毎に沈降素価と沈降素量とを計測して試験に供した。而し

て本抗血清は人，犬，猫等の繊維素原とのみ沈降反応を起し夫等の血清とは幽く反応し

ない。

（1）動物実験成績

　窒息死等の急激死亡の際，流動性血液を得られるのは，臓器Hepa血含有量の多い

人間であって，他の動物では流動性屍毒は得難く，唯犬と猫とは比較的Heparin量が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
多いので時折流動性屍血を得られる場合があると云う三島の研究に基き，実験動物とし

て猫を選び，無処置猫群とHepar塗処置猫群とに分ち，その各々につき之を絞頸窒息

死に陥らしめ，死直後より心臓穿刺により経時的採取可能血液⑪．2cc．を揉り，之に

1．8cc．の生理的食塩水を加え10倍に稀釈し血漿部を分離して繊維素原鉱を測定した成績

が第3表，第4表の如くである。倫生前の血漿中の繊維素原の検査も行った。

　無処置窒息死猫群の猫例数は6例であるが，其中第4例の1例のみ流動性屍血を得ら

れ，他の5例は何れも凝血を生じた。而して凝並工を生じた5例について死後経時的に心

臓穿刺によって採血可能の血中繊維素原：量を測定したところ，その結果は大同小異であ
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第3表A．無処置絞頸窒息死による猫屍血中績維素原の経刻酌定渥護察
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心臓停止i
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　　　1

　　　1

（註）○他例は之と同一の結果なるを以て紙面

　　　の都合上省略し代表的なる第六例のみ

　　　を掲ぐる事・とせり

冊……15分にして沈降反応陽性を示す
十・一一・30分〃　　　　　　　〃　　　　　　　　〃

＋……1時間〃　　　〃　　　　〃

一…… A　性

るから舟中の1例である第6例の成績を表示したのが第3表Aである。即ち死後1時閣

目頃より採取血申の繊維素原量は激減し，他方採血時に心臓内に凝血の生じていること

を知り得た。然し鼓に注目すべきは，死後24時今後にあっても凝血以外の液性部分に，

禽繊維素原の残存していることである。他方叉揉血中の繊維素原の量的変動が血液中の

繊維素原が繊維素化威即ち凝血形威に反比例することを示すものであることである。換

言すれば佐藤一島崎の方法で屍血中の繊維素原を定：量することによって，屍体中の血液

の繊維素原から繊維素化成の状況を知ることが出来ると云える。

　然るに第3表Bに表示した第4例の1例は，他の5例と異なる特例で，本例は略ζ流

動性屍血を得られた例であるQ其の死後四刻的に心臓穿刺に依って揉取した血液中の繊

　　　　　第3表　B・無処置絞頸窒息死による猫屍血中繊維素原の経刻的定量観察
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心臓内容は

血液游動性

にして肉膜

的可視凝宙笠

塊を認め得

ざるも欝血

管内には凝

血門柱ある

を認む

　孕
体：重31£G

瓦

終末呼吸
t．一irf．Ol／

心臓停止
11一　f　e－oll

　　　掃十÷一の表現は前表と同じ

維素原の変動は，死後2時聞目の検査にて最少値を示し，それ迄は漸減し，それ以後は

漸増して死後6時闇乃至12時間にて正常値に復帰している。

　第4表の成績は，猫体重毎妊に対して6mgの割合にHepari簸（高蜂研究所平野匹郎
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博士創製晶の純晶）を股静脈に注射処置をなし，その直後に絞頸窒息死に陥らしめた猫

群の実験成績で，猫総数は6例である。その死後経時的の血液中の繊維素原量の変動の

釜；4表　Heparin処置後絞頸窒息死による二三血中繊維素原の四刻的定量観察
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心臓内容は

全く流動性

血液を包臓

し如何なる

方法を以て

するも繊維

素塊を認め

得ず

大血管内容

も同様

体重2000’

瓦

終末呼吸

3tlOf／

心臓停止
6iOOM

（註）他例は之と同一の結果なるを以て省略し

　　代表的なる窮十二例のみ掲ぐる享とせり

畳十十一の表現は第3表と同じ

成績は，何れも軋を一にしているから，その一例のみを表示した。本実験にあっては，

屍心臓血は流動性であって，その血中の繊維素原量は死後24時闇に至るも常に不変であ

ることが判明した。

（2）入窒息急激死の揚合の検査成績

　前節（1）の実験成績に依て判明した死後体中にて凝血を生じた第3表Aの成績，完全流

動性血液とは謂い得ないにしても少なくとも心臓内血液には凝血を生じていない揚合の

第3表Bの寮内，人工的に処置して流動性屍血を生ぜしめた第4表の成績等の中何れの

成績に，人窒窓急死流動性屍血を生ずる十日の成績が～致又は同様の歩調を示すか検索

することは，流動性屍血の成因を解明する為に必要であると共に，流動性屍血に至る迄

の過程を詳緬明確に知る為にも極めて君上あり重要なる問題である。

　検査方法は本章（1）節の方法と殆んど差異ない。唯被検材料が猫の代りに人屍である点

が異なっているばかりである。「流動パラフィン」を以って湿した注射器により心臓穿刺

にて揉遇した血液は，何れも特別の肝癌を除き毎回平均2乃至3cc・で・内1cc・で血液

凝固時間を測定（試験管法）し，残余の血量にはそのi／ie量の2％興部加里液を加えて

凝固を阻止し，直ちに分離した血漿0．2cc．に対して1．8cc．の食塩水を添加し1◎倍稀釈

基準液を作威して，それより各稀釈倍数液を調製して，丁丁繊維素原沈降素血清に重畳

して，沈降反応を検査した成績を第5表に示した。但し頭章②節に記載した如く，死後

1時間前後の心臓穿刺採血時には血量に対し1ん量の4％蔭酸加里液を添加し凝固を防

止した。

　第5表の成績に観る如く，5検査例は何れも軋を一にして，唯少差を見るのは繊維素

原の変動の多少とその経刻的の時間の僅少のズレ及び血液凝固時間の個体的差異の程度

のものである。本検査成績を総括的に要約すれば，繊維素原の変動は死後1時間目迄（1

例は30分，！例は1V2時閤）は減少し，それより経遇時閥を重ねるに従って漸増して，
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第5表　窒息死による入魂流動性一血液型繊維素原の経刻的窪量観察並に凝血溶解箋象
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掛十十一の表示は第1表に同じ
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K＝対照

溶解

（註）　P・V・＝血漿稀釈倍数　　丁・＝経刻時問

　　　○再溶解現象欄中のアラビヤ：文字は再

　　　完結前要時闘を示す
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死後2i／2乃至31／2時闇（5例中死後2時間のもの1例，2i／2時闇のもの2例31！2時

のもの2例）にして正常値に復帰している。此の成績は前飾（1）の猫の実験成績と対比す

る時に興遠大なるものがある。即ち第3表Aの凝血を生ずる鳥合と入溝的に流動性血液

を得た第4表の場合とも異っていて，第3表Bの，猫のうちで稀に得られる略ミ流動性

血液となる窒息死血の揚合と殆んど全く軋を一にしている。他方採：取血液の一時間毎の

自然凝固能並に其の凝固時間の測定値を検すると，凝固時間は，揉取血液申の繊維素原

：量の最少値を示す死後1時聞鼠前後に於て最短時間値を示して，その後，死後時間の経

過と共に凝固時間を延長して，死後2乃至3時間にて略ヒ正常値の凝固時間に近くなり，．

爾後30分間経過後に採取した血液は自然凝固能を消失する。それ故，採取血液の自然凝

固能を喪失する迄の間の凝固二二の消長と，その揉取血液中の繊維素原の消長とは正比

例していると謂うことが出来る。而して採取血液が自然凝固能を喪失し且つその血中の

繊維素原：量が正常値に復帰した時に所謂流動性屍血は完成されるのである。第5表中に

は表示し得ないが，実験の途中に於て凝固時間の最少値を示す時，即ち揉取血液申の繊

維素原量の最少値を示す死後1時三目前後の心臓穿刺採血は極めて困難であることを常

に経験している。是等の事実を彼是総合する時は急死体の血液は死後1時間前後に於て

一旦凝固に傾いていることを知る。然し此の際の凝固は真の凝固であるか，：或はApitz

の謂う「プロフィブリン」の状態のものであるか，：又は他の未知の状態のものであるか

は更に今後の研究に侯たなければならないが，二等は鼓では「不完全凝固」とよぶこと

にする。今不完全凝固を起しでいる時；期即ち繊維素原の最少値を示している死後1時闘

前後に於ける心臓内血液中に，繊維素原として残留する部分と繊維素化成部分（真の繊

維素となっていないでApitzの云うProf三bri皿又は未知の状態のもの）とを，第5表

の検査成績に基いて図解してみると第1図の如くで

ある。第12例のみは死後3G分の時，他の4例は死後

1時闇の時であるQ

　第5表の成績は死後経週第5時間目迄を表示して

あるが，実験は更に死後第24時間目迄続行した。そ

して死後第18時間及第24時二目の繊維素原は少量な

がら何れも正常値より増加している奇異な結果を示

めしているが，之は死後脱水による血液の濃縮の為

に起つた比較的増量と解釈することができる。

　次に第5表の成績に見る如く，死後街自然凝固能

保有二心は，之を試験管内に於て一一旦凝血を起した

後室温（18。C－250C）に静置して観察していると，

何れも一定時間経過後に完全に溶解して所謂流動性

ee　1図自然凝固時闘最短
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　C14）
血液となることを確認した。此の現象は極めて興味ある事実であって，翠◎rawitzの提

唱した繊維素溶解（Fibrinolyse）現i象と認められる。斯る現象は生前の人正常血の凝血

を起した血液には起らない。斯の如く窒息屍血を死体外に取り出して凝血したものが比

較的短時問内に溶解して流動性血液となるのは，決して腐敗に依るものでないことは対
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照である人正常生前血に於て起らないことでも明白である。これは絞頸窒息死等の急死

体の血液に於て起る極めて特殊の現象と認められ，前掲の急死体内に於て起ると認定さ

れる不完全凝固血も亦同様に溶解現象が起って所謂流動性血液となるものであることを

推論し得る所である。本現象は所謂流動性血液の成因に重大な役割を演ずるものと認め

られるが，斯る意味に於ての本現象は未だ何人にも指摘されていない。本現象の詳細は

W章及びVに記載することにする。

．（3）麗章の小括
　以上動物実験論に人死体検査成績を併考する時，猫に於て死後凝血を形成する多数例

に於て，何れもその擦取血液中の繊維素原は経刻的に減少し，よく凝血したと認められ

る時期以後は減少を示さない。然るに猫実験6例申1例の特異例は，死後その心臓内に

凝血を形成しないで所謂流動性血液に類するもので，その屍姦の心臓穿刺に依り採取し

た血液中の繊維素原の消長並に採血時の心臓穿刺採血吸出の困難等の関係は，八田血の

夫等と略it同一の関係を示している。而して絞頸窒息急死人出血中の繊維出原は，死後

1時闇内外の時に約其の海量乃至雪ん量は心臓内に於て繊維素化成（真の繊維素とは多

少異なると思考されるが）をなす為，即ち軽度の凝血を起す為に使用され，溶液性の部

分の繊維素原が減少するものと認められる。爾後の死後時間的経過と共に再び比較的速

かに階段的増：量を示すのは，体外に魚取した血液が自然凝固を起すのに，それを放置し

ておくと溶解して流動血となる興味ある現象と相侯って，死体内に於ても死後1時間内

外：こ於て一旦凝血形成に傾いたものが，死後2乃至3i／2時聞内外で：再び溶解して流動

性となった為，即ち屍血が流動性を獲得した為に揉：取血液中の繊維素立含：量が正常血の

その量に復帰するものと解して，実験成績を合理的に説明することができる。而して屍ti

血の体外に於いての自然凝固能最強盛時（凝固時間の最小値を示す時）に於て死体心臓

内より敢て穿刺吸出揉取した血液中の繊維素原の減少率は正営量の5⑪％乃至69％である

から，急死入屍血が心臓内に於て多少凝固に傾くとは雛も，通常生体外に感取した正常

血液の完全凝固とは其趣を異にしていると思考されるので，著者等は之を不完全凝固と

捷直しておく。叉其際の繊維素は質的にも真の繊維素とは異っているもの工如く思われ
　　　　　　　　　　　　　　　　（31）
る点もあるので佐藤はそれをPrefibrinとして提唱しておいたが，それが果してApitz

のPr◎fibr五nと同じものであるか否かの点は今研究中である。

脚　凝血溶解現象

　生前の正常血液は，採取して試験管内に於て自然凝固を起させても，それが溶解して

再び流動性には容易にならないものである。然るに第翻章第5表に記載した如く，窒息

急激死亡入塾血は，死直後揉細した心臓血は勿論のこと，死後2－3時聞以内で揉取し

た心血が自然凝固能を保有している期女中であれば，之を死体外に取出せば比較的速か

に凝固するが，それを其癖試験管内に於て量温に放置すると，一定時間後に完全に凝血

は溶解して，腐敗に依らないで，流動性を獲得する事実は，前章に於て既に記載した処
　　　　　（6）　　　　　　　　（4）
である。石川及び沖の両氏の実験は之を示唆する点はあるが，流動性屍血の成因に関す

る意味で本現象の存在を未だ何人も言及していないのは甚だ興味ある事実であるから，
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以下更にtt験を進めたので之を詳述する。

　各実験例共，死体外に取出して一旦凝固した屍血が，再び完全に溶解して流動性を獲

得するに至る迄の所要時聞は，第6表の如くで，死後1時長目に採血したものが最大値

を示し，爾後経時的に減少して漸次短時間にて溶解する。但し第11例のみは死後30分目

に擦血したものが最大値を示している。これを血液凝固時蘭の値と対比してみると，揉

　　　　　　　　　　　　溶解完結所要時言と図解
第　2　図 第　6　表
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取血液の凝固時聞の最少値を示す時の凝血が最も長時聞を要して溶解が完了することに

なっている。即ち死直後より自然凝固能最：盛強時に至る迄はその凝血の溶解完結所要時

間は延長上昇するが，其時期を経過したものは次第に短縮低下することが明かである。

この関係を曲線図示したのが第2図である。斯る結果は死後約1時間内外を経遇した以

後のものは既に死体内に於ても溶解現象が起りつ玉あるものであることを物語るものと

謂ふ可きであり，叉溶解現象に依って溶解した血液の凝固への不可逆性を示していると

雪ってよかろう。

（1）室温に於ける溶解現象（FibrinOlyse）

　可検屍血として用いたのは第8例乃至第！2例の紅血で，寸意中元取血液が一旦試験管

内に潤て凝固した後より溶解完結に至る迄の所要時間は12時間である。採取血液につい

て観察すると何れも第3図（A）に於て示してある如き現象経過を辿るのである。即ち第
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目第12例の死後11／，・時問扇に賦課したものの凝血溶解現象の経過である。他の死後経

法的揉血の二三に於ても溶解完結所要時間の差こそあるが，何れも全く筒様の経過現象

を辿ることを観察し得た。即ち第3図（A）のNo。1は心臓穿刺により採血して聞も無く凝

血を起した緻密な寒天様凝固である。然るに室温（エ8。C乃至25。C）に静置後2時閥に

して二二血塊は同図No．2の如く管底から三々に剥離して，宛かも血清分離時に見られる

如き現象を呈する。衝して管壁と凝血塊との中品には淡黄色透明液に充満される。斯の

如く剥離した糸瓜状血餅の表面部は始め平滑であるが，室温に放置すること3時闇目頃

より次第に桑実状凸凹を生じ，次で絨毛状小突起辣を形成して，遂にNo．4乃至NO．6の

如く点線二心細節二三となって凝塊表画から盛んに遊離脱落崩壊して試験管底に沈下貯

溜するに至る。而して斯る脱落物が沈下貯溜すると共に上都の糸瓜状の懸垂凝塊は次第

にその容積を減少し，形態を変化して，或時期には宛も鐘乳石筍様の観を呈する。二二

後12時聞で第3図（A）のNo．7の如く全く溶解は完了して流動性血液となり，淡黄色透明

の溶液性の部分を分離する。この部分を二二液として抗豚繊維素原沈降二二浩を以て繊

維素原の含有の有無：並にその定量試験をしてみると，生前の血漿中と三々同量の繊維素

点を含有していることを証明し得たから，此可検液性部分は血清ではなく，明かに血漿

である。然しながら寝際の繊維素原は，人屍流動性血液中の繊維素原と同様に，中性塩

添加に依る塩析性を喪失し，且つ賦活「ト・ンビン」添加に依っても凝固しないで，明

かに変性していることを証明し得た。（後述参照）。然し56。C30分闇加熱に依て白濁沈

澱を生ずることも亦同様である。

　溶解完結後はその血液中には全く凝血塊の存在を認め得ない。

（2）370C卵孚卵器内に於ける溶解実験

　前節記載の可検屍血中，第9例並に第10例の屍血．に就て，前飾記載の実験を施行する

と共に，試みに同：量乱取血液（1cc）を凝血後直ちに37。C山鼠器内に入れて静置して溶

解現象を観察したところ，室温に於ては12時間所要後完全溶解したものが，37。C申に

於ては何れも6時間前後で溶解の完結を見た。即ち溶解完結所要時間の半減したことを

知った。

　依て凝血溶解現象の反応進行速度は室温より温度の高い時に促進される。温度の影響

のあることが判明したので爾後の溶解実験に於ては，不安定で変動の常でない室温依存

を脱却して，特別の二合を除いては常に37。Cで検査することにした。

（3）0。C中に於け’る溶解実験

　前節（2）の実験と同様に，本節の実験は37。Cに代って⑪。Cで検査した処，⑪OC中24時間

経過後でも，凝血に何等溶解現象の起らないことを認め得た。然し之を0。C中より取り

出し室温（22。C）に放置した処，溶解現象が発現して来た。即ち血液中の溶解作用の

起る要素は0。Cに於ては其能力が抑制されることが判明した。

（4）凝血溶解後の血中繊維素原の定量並に定性試験

　（a）繊維素原の定：量

　　窒息死の血液が死体内にて流動性血液に移行する迄の遍程に於て，その血中の繊維

　素原の定量並に定性は既に第葺章並に第翻章に於て明確にしてあるが，死体心臓より
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脚柱したものが，体外で一旦凝固して又写に溶解現象により溶解した血液中の繊維素

原は果して如何なる態度を示しているものであろうか？。之を追及することは流動性

血液の成因を解明する上に於て重要なことである。

　被検材料として本章（1）並に②に記載した実験の採血後，12時聞目（量温放置）及び

　　　　　　第7表　体外にての凝血溶解屍一血中の繊維素原の定量：試験成績
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　P・y……tht漿稀釈倍数

　K・B・・…対照屍血（第5一中，各々当該経刻時に採血後試験せる成績を再び記載したもの）

　K………対照

採血後6時十目（購卵器皿放置）で凝血が完全に溶解したものを使用した。各例証其

の淡黄色透明な液性の部分を正確に⑪．2cc亡羊亡して生理的食塩水（Merk製）1．8cc

を添加して1G倍稀釈液を作製し，それを更に稀釈して各倍数の稀釈液を作り，佐藤一

島崎の方法で繊維素原の定量をした。

　其検査成績は第7表に示してある如くである。表中のK．Bは対照実験で死体より平

取した血液の一部門ものに蔭酸加里を加えた丁場血漿中の繊維素原量であり，溶解血

の欄は，その時揉取した血液をそのまXにしておいて，凝血したものが溶解現象に依

って溶解完了した時の血漿中の繊維素原の成績で，両者ともに略it同量の繊維素原を

含有していることを証明し得た。即ち凝血が溶解した時には，其の血中にある繊維素

原は溶簿現象にて消費されることなく含存されていることが明かである。

（b）繊維郷原の定性

　窒息後，飛脚が倫自然凝固能を保有する時間内の血中繊維素原が，中性塩による塩

析性を確保していることは第1表及び第2表の実験成績で既に確認レた処である。斯

る屍血が体外に於て蔭酸塩にて凝固を抑制しておけば，其儘に放置しても，．その血中

の繊維素原は相当長時間変性することなく保たれている。併し乍ら斯る屍血が体外で

’旦自然凝固を起し，それが凝血溶解現象にて凝血が解けて再び流動性血液となった

揚合，その血中の繊維素原は量的には何等変化がないことは前項（a）の実験で明白に
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なったが，質的には如何なる運命を辿るかは不明のことである。これを知る為に本実験

を行ったのである。

　被検屍血は前項（a）と同じものである。試験：方法は第受章及び第璽章の定性試験と同

一であるが，唯材料の関係より使用血漿量を通常の使用：量の1／2乃至1／3量にして，従っ

て添加薬品量もその割合に減：聾して試験を行った。その実験成績は第8表に示してある

舞8表　体外にて凝血溶解屍一血申繊維素原の定性試験
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　如くで，凝血溶解現象を経過して流動性血液となったものの中の繊維素原は，恰も急

　死体の流動性血液中のそれと全く同様に変性して，賦活「ト・ンビン」添加に依って

　電凝固することなく，中性塩による塩析性も喪失し，たS’56。C加熱にて白濁を生じ

　抗繊維素原沈降素血浩に対して沈降反応を陽性に示す。

（5）馳駅小括
　自然凝固能保有時限内に於いての窒息急激死亡入戸血は，之を体外に：取出せば一般に

生前の血液に比して速Yl…に（揉血時聞によっては生前の血液と同じ程度の早さ又は多少

遅くなる場合もある）凝固するが，該凝血塊ぱ生前正常入血液の凝血塊と異なり，一定

時闇経遍後に完全に溶解して再び流動性血液となる。欺る現象は生前に於ける正常入血

には認めることはでき『ないが，窒息急死直後に採取した屍血に於ても既に発現している

から，窒息人工血中には窒息の過程に於て惹起される異常刺戟に依て，人体血中に斯る

現象を発現する物質が産出誘導されるものと考えられる。更に斯る際の凝血は正常の凝

血の如く強固のものでないから溶解現象も起り易いと考えられ，従ってこの際の繊維素

は正常凝血の繊維素と異った毅階即ちApitzの云う：Pyofibrinの如きものであるかも

しれないし，或は更にそれとも異った未知の段階のものであるかもしれないが，現在は

街不明のことに属している。

　本凝血溶解現象は其反応速度に於て温度に依り影響され，0。C内に於てば全く進行し

ないが，室温（18。C－25。C）に於ては門々に進行し，37。Cに於ては相当速かに進行し

溶解を完結する。・この知見から判断すると一種の自家融解現象と考えられるが，それは

蛋白分解の所謂自家融解とは明かに異っている。それは凝血が溶解して流動性血液とな

っても，其の血中の繊維素原は明かに試験管内抗原性を有し，然も凝固前の血中繊維素

原と略e同量の繊維素原を含有しているからである。決して自家融解に依る繊維素原の

分解消失は起っていない。唯此際の繊維素原は変性を招来しているに過ぎない。

　故に本溶解現象は幾多先人の提唱している如き蛋白自家融解酵素又は原性蛋白消化酵

素に依る繊維素又は繊維素原の消化分解に基くもので無く，所謂繊維素なるgelの状態
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より繊維素原なるsolの状態に変化させる酵素様作用即ちFibrinolyseであると思料

される。

V　真性流動性屍血の正常人血．に対する弛動的凝血溶解作用

　第W章で三等は屍血夫自体の凝血溶解現象を観察検索したが，斯る現象は自然凝固能

を消失した後1時聞以上経過した屍血，換言すれば繊維素原の全く変性に陥った真性流

動性血液は，正常人血液添加によって如何なる態度を示すか？。若し前章の実験同様に

凝血溶解現象が発現するとすれば，単に血液学上のみでなく法医学的見地に立脚した流

動性屍一血の成因検索上甚だ興味あるものであるので本実験を施行した。

（1）実　　験　　材　　料

　（i）被検屍血．……各例共に窒息急死の糞性流動性欝血（死後3－4時間でよいが本実

　　　　　　　　験には死後7時聞，9時聞，12時間前後の流動性御越）

　男子処置正常入血液……予め流動「パラフィン」で湿した滅菌注射筒で正常入正中

　　　　　　　　静脈より揉血。

　（iii）無処置正常入血漿……（ii）と同様血液蕊取と同時に遠心沈澱後，上清を滅菌「ピペ

　　　　　　　　　ツ均で採取する。但し此際予め血液凝固時間を測定しておいて其

　　　　　　　　　の時間の略eV2時分以内に作業を完了すること。

　（iv）無処置正常人血清……軽挙蝉脱繊維装作を施した後遠心分離する。

　（v）正常入蔭酸血……予め注射筒内に揉血全量のヲェ。量に相当する2劣蔭酸加里液を

　　　　　　　　容れた後正中静脈より採血した血液

　（vi）正常人馬酸血漿……（v）の下翼血の血漿を分離陣取したもの。

（2）被検屍血i漿と正常人全血混和

　正常人全血と真性流動性血の血漿とを混和しての凝血の起り方，並に凝血溶解の起る

か否かを検査した成績が第9表である。無処置正常人血が24。C室温で5’25”で寒天様緻

密凝固を起す（町中No．5）のに，之に0．5ccの屍血i漿を混和すると記2「3Cpuで同様凝固

　　　　　　　　　　　　第9衷　〔流動屍血漿十正常人全血〕

型屍血漿i正常人9］＝．．一・i・購聞再溶解i備 考
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を起した（表中No．4）。爾又第9表備老欄記載の如く〔屍血漿＋正常人全血〕の総量に

対する屍血漿の含有百分率から観察すると10％，20％，30％，50％と屍血漿含有：量の増

加するに伴って，夫々の凝固時聞は3ρ玉0”，2’50，i，2’30n，1”2・Gnとなって，次第に凝固

時間を短縮してくる。脚ち屍血漿が或範囲内で多量添加されればされる程，正常人全血

の凝固能は促進される。故に真性流動性人屍血中には，蕩鮮正常入全血に作用してその
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　凝固能力を促進させる要素を含有していて，その添加量が或範囲で多ければ多い程凝固

　を促進するものであると云える。

　　次で凝血溶解現象の膚無を検する為，本凝血塊の存する試験管を37。C中に静置して

　翻察した処，対照である正常人全血のみで凝固したものは全く凝血溶解が起らないの

　に，屍血漿を添加した凝固血は何れも溶解現象の起る事を証明し得た。故に流動性屍血

　は無処置正常人全血に作用して，一面に於てはその凝固を促進し，他の一面に於ては凝

　血を溶解する能働性要素を含有しているのである。斯る際の凝血溶解の過程を図示する

　　　　　　　　　　　　　　　　　算3　図　　（B）

　　　　　　　　　・脳髄後Y2・t’　ユ≠　2・・x・　4・k　6・t・　’ξ2・t，．

　　　　　　　　　罷蝿闘謬

　　　　　　　　　　（凝固〉　（華ll翻　　（鐘乳石筍朕崩壌現象）　（溶解｝　〔溶解）

t一 @と第3図（B）の如くで同等（A）と過程に於て特に差異はない。

　　而して第9表中のNo．2，　NO．3はその屍血漿含有量の率がNo．1，　NO．4に比して少で

　ある為か，溶解完結所要時閥が延長している。No．2は8時闇，　No．3は10時間であるの

　にNo．1，及びNO．4は何れも6時間で完全に凝血溶解が起っている。之を屍早早休の自

　働的凝血溶解の過程を表示した第5表の成績≧対比して見ると，凝固怪聞と溶解置型と

　の関係に於て大いに趣を異にしている点がある。即ち本実験に於ては血液凝固時闇の長

　短とその凝血溶解完了所要時聞の長短とが正比例しているのに，第5表の成績は，両者

　の関係が逆比例の関係にある。然し斯る差異は当然考え得られる処である。それは，一

　定の溶解能力を有するものX中で凝固の速に起るものは，凝固の遅れて起るものに対し

　て溶解にも長時間を要するは当然のことである。然るに本節実験では溶解能力と凝固促

　進力を有する屍血漿の添加量に差異があるから，その添加量の比較的大きな例は凝血が

　早く起り凝固時間は短かく溶解完了時闇も短かくて早く完了してしまうのは之又当然の

　　ことで，この差異は決して不可解のものではない。

　　伺本実験に於ては死体中にて真性流動性血液となったものの血漿を正常入全血に混和

　　して起る馬副的の凝血溶解現象であるが，第W章に既述した，屍血が未だ体外にて凝固

　能を保有している聞に体外に揉回し試験管内に入れ，それが凝固して更に試験管内で凝

　血溶解現象で流動性血液となったものの血漿を用いて，本節の実験を行っても亦全く同

　　様の結果を得た（表示は同一成績である為省略する）。

　　故導尊体幽趣工真性流動性典液とな．登過程凄．，＿皇籍凝固輩塗保有互盤．）ゑ魯死体㊧無

　纏遊訟験管応盗採塁叢起工ねご具凝虹L更無浴解鮎く灘動性薫液となる過程烈も＿杢節

　　迄璽群群或績璽諸点を称合するζ．，厘＝Q過撰を辿登も9であるζ云至．藍ζ麦池謬る。

　　　次は単なる附随実験にすぎないが，凝血溶解現象を観察する時に試験管の上層に流動

　　「パラフィン」を重畳して観察した処，第3図（C）の如き経過を辿って，溶解が完結する

　　ことを見た。「パラフ／ン」を重：畳しないものとの差は，一方は凝血溶解が試験管底部よ
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第3図　（C）　　流動「パラフィン」を重畳した時の溶解理象

　　1翻瞳後　　％証　　　1立　　　2sX．　　45虻．　　6s．tl　　12　sl

蕩壁塗瞬訪1
　（凝副　　（渠1」鋼　　　（輸嚢硯要）　　G容酵）　　（流動血）

（irn3）　1一”t

り起り，他方即ち「パラフィン」重畳試験に於ては，試験管の上層即ち「パラフィン」、

の接触部の方から溶解が起ると共に，この方が溶解完了迄の所要時間が梢k短かい。

（3）被検屍血漿と無処置正常人血漿混和

　前記の第（2）節の実験により，直性流動性屍血は無処置正常人全血に作用して，之が凝

固を促進して更にその凝血を溶解し流動性とする能働性要素を含有していることが判明

した。然らば斯る要素は有形成分を除去した正常人血漿に対しては如何であるかを検し

た処，全血添加の揚合と同一の結果であった。

（4）被検屍血漿と無処置正常人血漕混和

　此の実験は既に第1表，第2表に於て行った処であるが，更に念の為実験を追加した

が，凝固は全く起らない。一旦繊維素原が変性して真性流動性屍血となると，如イ可に強

力の「トm・ンビン」を加えても金く凝固を起さい。故に前節の実験に於ての血液凝固は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9．）
正常人血の側に於ての凝固であることが判る。伺亦鷲塚氏の説に従って「ト・ンボキナ

ーゼ」を加えた後「トロンビン」を添加しても不凝固に終った。

（5）被検屍血漿と正常人蔭酸血混和

　本章第（2）節の実験の正常人膚血に代って，正常人蔭酸血を用いて同様の実験を行って

みたが，其成績は第1G表の如くで前記②節の成績と殆んど全く同一であって，特に説明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を要する点はない。街本実験と併列
　　　　鐘10表　〔屍血漿十正當蔭酸血〕

｝・］・・ m漿CC［灘全血CC鋤蘭再醐
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して被検屍」血漿をユGO。C，10分間重

織煎中にて加熱して後，遠心沈澱し

て，その上清を使用した実験をなし

てみたが，何等の反応を呈さなかっ

た。故に屍血漿申の前記能働性物質

は熱に依って破壊されるか，叉は蛋

白の熱凝固による沈澱物と共に取り去られたので其の能力を消失したのである。耐熱性

を有するHeparinなどとは直接の関係はないと見られる。

（6）被検屍血漿と正常人繊維素原混和
　　　　　　　　（6）
　嘗て石川哲郎教授は法医解剖に於て2例の絞殺人和から得た真性流動性血液の血漿

を，種々の量の馬繊維素原（Hammeret畿氏法製）に加えて卿卵器内に放置しておく

と，約1時問で固く凝固したが，12時間経過後に何れも溶解して流動性となった事に直
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「4ノ
面して，興味ある事実として報告された。鱒中は絞殺犬の流動性屍血中の一一部に於て，

．繊維素原の添加によって凝血した後，再び凝血は溶解するものがあることを極めて抽象
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的に報告している。而して両者共，自家融解に依る繊維素原の補給と消失との考えの下

に，之を「トリプシン」様酵素に依るものならんと推論して，更に拡大した検索を行う

に至らなかったことは残念のことと老えられる。それは当時繊維素原の検査を単に

Wohlgemuth氏法に依存し，其の方法の不合理なることを知らず，且つ佐藤一品崎の

繊維素原検査方法の未だ公にされなかった為でもある。

　斯る所見は誠に貴重で，且つ興味あるものであるが，品等の実験は以上余等の行った

如き窒息前並に窒息死亡後の系統的に行った経時的実験的の襯察ではなく，動物実験の

遍心中偶々発見した一事象で，然もその儘に止めてある興味ある事実の範曉を出ていな

い。蝕に於て余等は流動性人屍血漿に正常人繊維素原を加えて，果して凝固したものの

凝固溶解が起るか否かを検査した。

　正常人繊維素原の製法は予め滅菌した生理的食塩水を以て湿した50ccの注射器に2％

蔭酸加里液4CCを吸引しておいて，健康人正中静・脈から40CCを擦一二して，遠心沈澱し

て血漿を分離した。此の血漿の大凡20ccに同量の飽和食塩：永を加えて析出する繊維素

原を硝子捧で擦集して10ccの蒸趨水中に溶解し，更に本液と同量の飽和食塩水を添加

して，再析出をした繊維素原を集め，直ちに5ccの蒸三水申に溶解する。斯る工作を三

度び繰返して，最後に析出した繊維素原を2ccの蒸瑠水中に溶解させる。斯くして得た

ものを原液として実験に供した。

　繊維島原溶液と屍血漿との混和の割合は，第11表に記載の如くであるが，其の結果も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亦同表で一目瞭然たる所である。
　　　　　　箪鯛表　〔屍血十繊維三原〕

lN・・動漿cc灘羅・c晦肺葦間再溶解

　　　　　　　　O．5　　　　　　　　　　　　　　　　　8st．　十37aC
岬
⊥
0
4
3

e．s

O．5

C．5

12r十1・十．37cC

　－37eC
　一　Z．7CC

即ち両液混和後37。Cで1ゴにて

凝血し，凝血後8時聞で凝血は

再び溶解したのを確め得た。此

際対照として屍血漿及び繊維素

原のみのものを圃温度に保持し

ておいても，凝固も起らず従て溶解も起らない。故に真性流動性屍血は試験管睡こ於て

正常入繊維素原に作用して，一旦之を凝固し更に後再び之を溶解させる能力を有する。

此の成績は余等の本章の一連の実験と同一結果であると共に，石川氏の報告を肯定する

結果である。

（7）被検屍血．漿と正常入繊維素塊と混和

　前節迄の実験成績の如く．真性流動性屍血に正常入全血．，又は正常人血漿，若くは正

常人繊維素原を加えると，凝固を起し然る後に溶解して再び瀧動性となるが，屍血含存

溶液中で凝固したものでない繊維素，即ち予め別個に既に完成した繊維素塊を屍血漿中

に入れた揚合，果して溶解現象が癸現するか否ヵ壷検査することは極めて重要のことで

ある。それは屍血中叉は虚血混在中に起る凝血と，然らざる普通完全に起る凝血との聞

に差異があるか：否か，換言すれば両者の繊維素の聞の差異の有無を知ることが出来るか

らである。

　則ち本実験に於ては，流動性雪裡の混入がなくて完全凝固を起した正常人繊維一塊に

対して，真性流動性屍」血又は血漿が果して之を溶解し得るか否かを観察したのである。
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ny正常人繊維素塊は，無処置正常入血漿を時計皿上で完全に凝固させた後，清浄な「ピン

　セツF」で之を圧縮して其の凝塊中に含有されている血清をできる限り游離させ，再三

　生理的食塩：水で繊維素塊を洗擦して白色強靱な弾力性のある繊維素塊を作製した。此繊

維塊を切断して小切片となして，種々の量比に真性流動性屍血1血漿を加え，直ちに37。C

　中に入れて経刻的に観察した処，24時聞経過後に於ても繊維素塊の溶解の起るのを認め

　得なかった。・更に48時闇経過後にも同様であった。

　　依て真性流動性屍血は真に完全凝固を起して析出した繊維素塊に対しては，之を溶解

　する能力を全く保有していないか，叉は保有しているにしても極めて微々たるものであ

　ることが判明した。．以是観彼，流動性屍血中で正常人血叉は正：常入血漿が起した凝塊

　（窒息急死の国労が流動性駆血に至る迄の閻に於ての野中に起る凝血＝平等の云う「不

　完全凝固」も亦同様であるが）と，そうでない通常起る完全凝固の凝塊とは，其性状に

　於て異っていると謂う可きである。何れも外観上は等しく凝血であるが，其繊維素の状

　態に於て異った警世にあると解す可きで，後者の婚合を所謂真の繊維素とすれば，前野

　はApitzの提唱するProfihrinか又はそれとも異った般階のものであるかもしれな

　い。それを余は～：先づPrefibrinと呼ぶことにしている。

　（8）他門的に溶解して正常血の流動性化した際の血中繊維野原の検査

　　本章中既述の第2，第像，第4節に断て，夫々屍血の保有している一種の平帯的作用

　によって凝血溶解を起して禺来た流動性正常人血（屍血を混合している）中の繊維野原

　は，屍血夫自体の場合と同様に，果して変性しているか否か？。決所の血漿についてそ

　の中の繊維素原の性状を検した処，何れも中性塩に依る塩析性は消失し，「トロンビン」

　添加によって凝固は起らず，唯56。C加熱により白濁沈澱を生じ，試験管内抗原性を保

　有する等，全く真性流動性屍血中の繊維素原の変性状態と同一状態にあることを確実に

　証明することが出来た。

　　斯の如く真性流動性屍血は，屍血自身であると将叉国幣的作用であるとを問わず，一

　旦凝血したものが溶解現象によって溶解して流動性になると，その血中の繊維素原は全

　く同一の変性を起すものである。又その繊維素原は変性はしているが：量的には殆んど塔

　減がない。

　　此の際の繊維素原の変性は，主として凝血溶解即ち繊維素溶解なる現象の結果として

　繊維素が繊維素原に再移行した時に起ると解す可きであると共に，繊維素溶解と云う現

　象嫁，通常蛋白の自家融解として認められている様な繊維素の消化分解亡失ではなくし

　て，繊維素が再び繊維素原に移行して変性を起す意味のものであると野寺は解釈する。

　⑨V章の小括
　　以上本章に於ての諸実験の結果を綜合勘案すると，真性流動性人屍血は，正常入血液

　（血漿叉は繊維素原でも同様）を之に加うると，正常人血液は凝固を起すが，その凝血

　塊を再び溶解させる一種の能適性物質を含有している。然し正常入血漿を完全に凝固さ

　せた凝塊を，真性流動性屍血漿中に入れても溶解を起さないから純他動的とは云えな

　い。唯真性流動性屍血漿中に混和されて凝血を起したものが溶解される丈である。

　　而して斯る能働性物質は正常人生前血中には含有されていない。
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　凝血．溶解即繊維素溶解血中には，正常量に楡らない繊維素原を含有しているが，それ91

は著しく変性している。

　斯る変性繊維素原は試験管内抗原性を保有しているから繊維素溶解現象は「トリプシ

ン」様消化酵素による繊維素及び繊維素原の消化分解に基く溶解でないことは明白であ

る。況んや第⑦節実験に干て確認した如く，一旦完全に生じた正常入繊維素塊に対して，

三二血漿は之を溶解することができないから，既往実験に於て観察した凝血溶解現象中

の凝固と云う語句は物理化学的見地に立脚した真の凝血，即ち完全凝固ではないと思惟

される。即ち外観上は凝血として一様に見られるが，その場合は真の完全凝固とは異っ

て「不完全凝固」と称するのが適当である。即ち凝固過程に於て繊維素が真の繊維素に

化成する迄に幾つかの階程を経ると仮想すれば，「不完全凝固」の繊維素は真の繊維素

の前殺階の過程と考えるのが愛当である。斯る仮想は従来の血液凝厨の機転の仮設に於

てはあまり考えられないで，唯Apitz一入が斯ることを考えているが，此の揚合の繊

維素の前毅階にあるものがApitzの云うProfibrinと同一のものであるか，将叉省更

に異ったものであるかは本実験では明かにすることができない。

　兎も角特等の謂う「不完全凝固」の状態にある凝塊を，真性流動性下血はよく溶解し

て流動性血液とする能勉学物質を含有しているが，該物質の成因並に本態等については

将来の研究に侯たなければならない。然し余等の行った実験的根拠に基いて考按すると，

；斯る凝血溶解（繊維素溶解）は0。Cでは発現しない，窒温では比較的徐々に進行し，更

に37。Cでは室温より迅速に完了する。更に窒息急死の場合の体内では更に迅速で死後

、3時間内外で溶解が完結する点，並に10⑪。C10分加熱にて其の作用は既に完全に消失す

る点，及び試験管内に於て自働的或は一種の他州的にも凝血溶解現象を起すこと，更に

何れの場合でも凝血溶解が起つた其の液中の繊維素原は，量的には殆んど変化はないが

一様に著しく変性を招来している等の諸点を彼是綜合考察すると，該能州性物質は所謂

Fibri・nolysinとして知られている酵素様物質と思惟される。

顎　繊維素原の変性から観た流動性血液

　抑々流動性屍血なる語義は，由来肉眼的観察から発した極めて粗雑な内容と漠然たる

抽象論的意義以外に，真に学者を首肯させる解明的定義並にその分類が存在していない

のは二二である。二等は鼓に流動性血液の定義と分類とを考按しよう。

　所謂流動性屍血は余等の謂う真性流動性屍血であって，死体血液中に全く凝血の混在

なく，其の含有する繊維素原は強く変性していて，自然凝固能無く，「ト・ンビン」を

加うるとも凝固を起さないものを云う。・

　真性流動性屍血以外の流動性血液も，第12表を見れば容易に定義づけられる所であ

る。

　第12表中特に説明を必要とする処は，「蒸三水」の欄の部分である。窒息急死した死

体の血液で膚然凝固能消失後1時聞乃至24時間の間に於て揉取した屍血i漿を，約10倍：量

の三三水中に溶解させる時は，直ちに乳白色一様の不透明溺濁を生ずる。－依て之を一昼

夜室温に放置すると，白色鱗片状沈澱部と上溝の2部に分れる。本上清部は抗豚繊維素
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原沈降素血清に対して，沈降反応は約半獣に減じて，沈澱物は変性繊維素原である。之

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　丁2　表

　　　　　　　　　　　　　繊維素原ハ正常ニシテ変性　　　　急激死亡直後ノ屍血止Hepa一

流動性屍血一

一喉讐…荘的羅，。有ス　・（例）濡犠岬二瀬

厩熱…・・灘羅霧驚ル…畷驚鞭蝉灘
　　　　　　　離学期焔凝一・（例）璽ナ紬中死後3時間目ノ　　次真性流．．．．
　隈
　　動性屍血

一喋雛蓋

分

類

亙
置
巫
W

鑑 別 試 験

塩　析　性

（中性塩類）

十

十

凝　固　能

（トロンビン）

十

十

沈降反応

＋
＋
＋

56。C加熱

＋
＋
＋

凝」血溶解

（正常胆心）

＋
＋
＋

蒸　溜　水

可溶障溶
十

1（一部）＋

　十
（一部）＋

が表申の「蒸溜水」欄の「難溶＋」なることに依って表示されている。而して対照試験

として，正常人血漿を同様10倍：量の蒸溜水に溶解させると，斯る湖濁を生じないし，一

昼夜放置後にも殆んど沈澱を生じないし，叉その溶液の抗豚繊維素原沈降素血清に対す

る沈降反応は陽性である。これを表の「蒸溜水」の欄の「可溶＋」にて表示してある。

故に正常繊維素原は蒸溜水に可溶性で僅かに蛋白潟調を帯びるのみであるが，変性繊継

素原は蒸溜水に油溶性で溺濁沈澱を生ずる。依て繊維素原の変性，不変性を識別するに

はこの方法で鑑別することが出来る。但し既知の如く生理的食塩水は変性叉は不変性を

問わず何れの繊維素原をも溶解する。

’鞭　全　　章　　総　括

　窒息死の如き急激に死亡した人並の血液が，全く流動性で凝血塊を混在していない理

由については，古来幾多の仮説が提唱されているが，未だ一般に首肯されている定説は

ないと云ってよい。即ちBonneの血液炭酸過剰説，　Cerinの凝固阻止物質発生説，

BrouardelのDek◎agulation説，　Falkの繊維素のGl◎bulin変化説，　Morawitzの

繊維素分解説，Vegelの繊維素変性説，石川及び～中の繊維素消化酵素による繊維素及び

繊維素原の消化消失並に「トiiンビン」消失説等あるも，今弓迄の大勢は繊維繁及び繊維

素原の消化分解による之等の消失説に傾いていた。之ころが著者の一人佐藤の指導の許

に島崎は繊維素凍の免疫血清学的方面より人急死流動性血中繊維素原の検索をして，之

が正常量と楡らない程慶に明かに含有されているが変性していることを証明し，附説に

対し重大な一石を投じた。又佐藤の指導の許に流動性血液を形成する急死人臓器の「ヘ

パVン」含量は，死後凝血を生ずる病臥人屍臓器の「ヘパリン」量に比して著しく大であ・



22　（98） 佐藤二二i・佐中秋良 N’o．3

ること，急死しても凝血を生ずる諸実験動物の臓器「ヘパリン」含量は少であるが，時

折流動性型録を得られることのある犬猫等の臓器「ヘパリン」含：量は，他の凝血を常に

生ずる動物のそれに比して稽ζ大であること等を証明して，急死人の流動性血液の導因

は，「ヘパリン」が何等かの役割を演ずるものではなかろうかと推論した。鼓に於て著

者の一人佐藤は窒息死等急激に死亡した薄湿流動性血液の威因は，其際各臓器に多量に

含有されている「ヘパリン」叉は「ヘパリン様物質」の為に，死後一定時閥血液の凝固が

阻止されている聞に繊維豊原の変性が発来して，血液は遂に永久流動性を獲得するもの

であろうと想定した。・（本研究の結果から上記の想定は当然訂正しなければならない。）

然しその変性が何に由来するか雷及することができないで，之が解決には契験動物では

為すことができず，極めて特別な入体材料を用いるのでなければ解決し得ないので其機

会のあるのを待望していた。

　而して流動性熱血の成因を究めるには人体材料でなければ共真相を捕促し得ないの

は，実験動物では煙塵と異って流動性屍血を殆んど獲iられないが故である。而も人体材

料は容易に入手し得ない。従来の研究報告を見ても斯る流動性義血を獲iられる急激死に

あって，果して死後凝血を起すことなく永久流動性へと移行するものであるか否かの点

も不明，又急死後流動性獲i得に至る時間的関係も不明，流動性獲得以前の屍血の凝固時

問の延長説をなす者もあるが果して如何な丁字時間関係を有するかも不明等挙げ来れば

幾多の不明の点が残されていた。要は先ず之等の不明点を明かにすることこそ流動性屍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）
血成因闘明の重要な盗料となるものであることを想い，著者の一人佐中は既に之等の幾

多の不明の点に向って人死体材料を用いて研究を行って発表したが，其後幸に偶然，時間

的心隔は梢吠であるが，10例余の人体材料を検査し得ることに恵まれたので，先ず繭篭

の不明の諸点に向って検索の歩を進めた。而して余等の行った実験は佐中の実験と重複

する所があるが，佐中の実験は如何せん煎飯が少なかったのでそれを夏に追認する世風

もあって本研究を行った。そして実験威績に於て，屍血の流動性獲得は既に各藩で詳述し

た如く，死直豊麗豊佐内些焚エ期…癒動鰹二留2エ塾る杢璽でな鮎ス凝固壁聞も生前

し匙』て死後経書的匹短長する．も璽工も無一≦，一一．釦工死後延於工二時踏固盗聞を桓毒茸縮

すうを賞≧す勃興猛一従来璽説蓋さ桓反す望事隠妻あ登二ζ空転認しな9一且又屍喚璽流

動性獲得は従来考えられていた如きものでなく2死亡後長時間を要しないで，寧ろ比較的

短時間で，＿太多数に；於て殖後2確時間乃至3契…詩間で卵望症動性．ζなる．藍一ζを確φ得塵。

．．耐ざ最も興味あ至薪事雲点総て北面恥き孟．ζ．1類護流勲性屍血．．⊆余齢に東性流動性

蓑虫ζ呼ぶ｝．獲得に至る過程嫉．．辞典力1佐内鱈そ㊧ままある．ζ～＿将ス識量を体躯二採取

∫財軽｝㊧であゑ煮を問わ君多少翠瞳に差二、：ζあれ常に外見よ＝：具凝典が搾り．⊆些2隠2一

凝奥を余箋覇王即金凝垂ζ唾墨⊇ま9凝延粧再び溶警』て嚢駐響動血．とな亙ことである。

　斯る凝血溶解現象が如何なる機転叉は原因によって癸画するか撃墜閾明していない

が，該現象の癸現のあることは明確な事実であって，醤血溶解現象が血中繊維素原の変

性機暖ζ蜜捲な闘係堂査する三．≧二二ゑ②余キ也墾熱溢、

　而も第V章の実験成績を勘案すると真性流動性屍血に，正常入血，同蔭酸血等何れを

加ふると，荷も正常繊維素原を含有してかる限り，必ず一旦は凝血を起し後溶解して再
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び流動性となる。仮へ，正常人血のみで無血を含まないで完全に凝固した繊維素塊を，

真性流動性鼻血に加えても凝塊の溶解は認め難い。故に前者の凝血は外見上は凝固であ

るが，後考の凝血とは異っていて，前者は不完全凝血で後者は完全凝血と嚢う表現を用う

るのが適当であると考える。而も凝血溶解後の血中の繊維素原は，其含量に寝ては凝血

前と同量で且つ試験管内抗原性を保有するが，著しく変性している。斯る点からすれば

蛋白消化酵素などによる消化分解ではなくて，単に状態を変化するに過ぎない。此の凝

血溶解現象は所謂繊維素溶解現象と同一と思料されるから繊維素溶解（Fib血olyse）

は前述の意味の作用を為すものと謂う可きである。又屍血中の能働性物質が，完成され

た繊維素にも作用するとすれば完全凝固の繊維素塊をも溶解す瞬きであるが，事実は異

って之を溶解し難いものであることはこれを重視し更に検討す可き点である。

　絞頸窒息による急激死亡人屍血中の繊維素原は通常死後1時間前後で，その液性の部

分に企て約半量を滅少していて，その時心臓穿刺にてその血液の液性部分を吸出するの

に極めて困難であるのと，他方動物実験成績とを対比して，その繊維素原は繊維素化成

へ即ち不完全凝固への為に使用されていることは明かなことである。斯る不完全凝固血

塊は爾後時闇的経過と共に屍血中の能働性物質に依て溶解されて変性繊維素原となり鼓

に真性流動性纏縫となるものであると思料する。

　今仮りに血液凝固機転中，繊維素原が真の完全の繊維素となる遍程に湿て，未知の毅

階を経過するものと仮想すれば，不完全凝血はその未知の穀階の繊維素であり，（余毒

はこの段階の繊維素をPxefibrinと呼ぶ）これは真性流動血中の能働性物質にてよく溶

解されると考えると，容易に説明し得る処である。これがApitzの云うProfibrinと

一i致するものなのであろうか？。

　樹本研究に関連して幾多解明しなければならない不明の点もあるが，今後研究を更に

続行して稿を改めて癸表することにする。

概　結 論

　以上12例の絞頸による窒息急死人屍の血液を系統的に且つ経時的に検査することが出

来たので，それに動物実験を併せ行って其の研究結果を次の如く結ぶことができる。

1）　窒息急死人望血の体外に於ての自然凝固能保有限界時闘は多数の例では大凡死後2

　乃至3時間であるが稀な：場合として11／2時間の例もあった。

2）　屍血の自然凝固能保有時限内に於ての血液凝固時間測定値は正常人の対照値に比し

　て死後1時閥前後迄は凝固時間短縮して蒔直となり，爾後翻刻的に漸次凝固時閥延長

　して遂に正常の凝固叡聞値内外に帰復し，死後2▽2乃至3if2時闇に至ると全く不凝

　固に陥り所謂流動性を獲得する。

3）　屍血中含有の繊維素原は通常死後2’ik乃至3ヲ2時聞導電は大体変性しないが，死

　後3乃至4時間に至れば全く変性する。

4）　自然凝固能最強盛時期（通常死後1時間目前後）に死体心臓より揉取した血液中の

繊維素原は正常の約半量で他の約半量は凝固の為に使用されている。然し爾後時闇の

経過と共に揉血中の繊維素原は増量して屍血が所謂流動性を獲得した時期の血中の繊
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　維素原量は略e正常量に帰復する。

5）屍血が真の流動性を獲得するに至る迄の過程に於て，その屍血は体内であると体外

　であるとを聞わず，常に一旦凝固（余等は此の際の凝固を不完全凝固と呼ぶ）を起し

　更に凝血は溶解して流動性となる。之は所謂繊維溶解現象と同一現象である。

6）　自然凝固能保有時限内に於て急死三三は之を試験管内に移すと速かに凝血するがそ

　の凝血塊は自然に溶解して流動性となる。而して此の溶解現象の進行遠度は0。Cにて

　は停止し，量温では除々に，37。Cでは相当速かである。

7）　真性流動性屍血と正常入三又は蔭酸血などと混和すると一旦は凝固し更に又凝血溶

　解現象（繊維素溶解現象）が自然に起り流動性となる。そして其血中の繊維素原は変

　配しているが量的には変らない。、

8）真性流動性屍血に正常の完全凝固の繊維素塊を混入しても凝血溶解現象は起り難

　い0

9）従って繊維素には異った需品のものがあると認められ，それをPrefibrinと提唱す

　る。

1の真の流動性屍血叉は流動性溶血を当然招来する様な虚血申には不完全凝血を溶解す

　る能働性物質（Fibr㎞olysi訟）を含存している。

11）真性流動性屍血中の変性繊維素原は凝血溶解現象の結果招来されたものと思料す

　る。

12）真性流動性屍血とは血中に凝血の混在無く且つ其の繊維素原は変性していて，「トロ

　ンビン」などを加えても全く凝固しない自然凝固能も全くない屍血を云うものである。

13）真性流動性藩命の成因は次の如く考えられる。即ち窒息急死等の際何等かの原因に

　依て其の血中に凝血を溶解する能働性物質が発現し，他方血液は一旦は凝固するがそ

　れは不完全凝固であって，血中の能雨性物質によって凝血は溶解され，其の結果変性

　繊維素原となって全く凝固能を喪失して真性流動性屍血となる。血中の能働性物質は

　所謂Fibrinolysinである考えられる。

14）変性繊維素原は蒸溜水に難溶性であるが生理的食塩：水には溶性である。

　　（襯筆するに当って検査材料を提供し且つ各猿便宜を与えて下さった各位に対して心から

　　感謝する）
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Summary

Studies on the Liquid Blood of Cadavers 

after Sudden Death.

By

 Takeo SATOH*, Akiyoshi SANAKA and Kioichi MATSUMOTO. 

 (Depertment of Legalmedicine, Faculty of Medicine Shinshu University, 

 Japan.  )

 Systematic  and chronometrical observations of the liquid blood were made 

of 12 cadavers, that had died of suffocation by  strangulation.  Animal 

experiments were also made and summary of results are as follows; 

 1) Blood after sudden death has the natural power to coagulate outside 

  * Professor of Shinshu University.
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．of電he　body　a簸d　le皿g面s　of　time◎f出1s　coagulaもility　were　in　the　majority　of

モ≠唐?刀C　from　2　to　3　hours　after　death，　but　i簸some．rare　cases　were　1雪hours。

　　2）Under璽a憶a互。◎麓d擬。且s◎f　coagulability，　the娠mes眼P．乞。　abo靴亙

．塾。灘afte工dea癒w儲e　shorter血e鍛nomal　cOntT◎夏human　bl◎◎d　values，　b靴

af乞er　this癒e　times　required　fer　eoagulati磁grad眼al亘y加creased，　b腫t　no亘。鍛ger

魚e聾塩e．且o皿a亙，a簾d　power色。　coagulate　was　iost　at癒e　e面d　of　2垂to　3垂

h曜safter　dea癒，　and　th⑳iooδwere　f亘uid・．

　　3）F童b血oge血in・the・bl◎od・of・cadavers・re皿ained歪睡changea　foτab◎耽2吉a皿d

．3舞・眼rs，　b賦t　unde・9・es　c◎卑pletr　dege殴e瞬◎n　3・r曲・urs　after奮he　death・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　4）Amo目皿t　of壷br加oge雌s　1葺　the　bioo．d，．　extracted　ffom・the　hear乞s　of

．cadavers　at　the　peri◎d　of　most　act五ve．賦atura豆coag磁abiiity’Which　was量n

mOst　cases　abo賢t亙駐。甑after　de＆t蝕フwas　abo礁ha亙f◎f箪ormal，　the　o飽er

half　hab五皿g　bee簸賎sed．五且．　coagulaもi◎n．　However，　fibrinogen　孟n　the　blood

eXtraCted　i・nCreaSed　i簸am◎Unt．　a鍛d　beCame皿Orma1，　whe聾出e　b10◎d

xegaiged五ts　fluidi奮y．

　　5）亙藍急he　process　of　this　rega海of　f亘u正dity，重he　blo6d　that　ha（i　clotted（we

desig館a色e　th五s　as‘‘亙mperfect（）亙otting，’），亙ater　beca搬e　互iq誠d　regardiess　of，

we撫er匙he観ood　was　i豊色he　body　of馳e　6adavers◎r　o蹴s互de。　This量s

S量エn鷲互ar寵0癒e　phe蔓ome践of　Fibri葺01ysis．

　　6）When　blood　of　cadavers　was　placed置簸test綴bes，　whe簸．　its．簸a敏ral

clot融g　was　st避possible，亘t　c亘ot亀ed蜘id正y，　b陶製s　c亙ot　of　b互ood　beca血e

当量qu翅．丁蝕is　progress　was　11　ot　see葺at⑪。C．，　was　gra面a旦at　ro◎m　tempera－

ture，　a1K玉accelerated　at　370C．，

　　7）When繊e　liq磁d　blood　o圭cadavers　was　m互xed　wi舞it◎職a亘blood　or

・oxa且a亀ed　bloo（玉，　it壼rst　c亘。眈ed　b眠目　旦ate■　became　量iquid　（Fibrinolysis）．　亙強

癒scase出e　fibriRoge．戯in　the　blood　is　se肥to　have　dege蔓era£ed　b耽癒e

．amo撫t　rema血S盤or血al．

　　8）Whe聾盆。勲a亘comp亘ete　clpts　o伍bri聲are互nixed　with　l蜘idも100d　of

・cadaverS，　there　reSUItS賦O　diSS◎互離iG箪Of最bri艮．

　　9）Ce．nseqnent旦y　it　was　QoptSidere（｝　that　there．may．．　be　d縦ere就s奮ages　i簸

童ibr如　fQ罫並ation章70冠しfibr葦nogen．

　　10）互n　tvae亘iq廊d　bl◎・d◎f．cadaveirs◎τi簸bio・d　tha・t　should　na鑓a豆1y

bec鍛e　So，　there　一iS　＄ome　actgve　．SubStance（t毎a匙五S　fibrinoly晦）whid蝕haS

ぬep・wer　o飼iss・亙晦9　imperfectly　c・agulated．．　b1・Qd．　　　，．

11）The　dege・ier・ted．壼br毎◎ge簸i薦h・融e亙綱d　bl・bd・f¢・d・ve遼S．waS

・ce降si，dered　to　be｛i竃1e　tQ　t］he　result　of　the　dissolutio亙1　三）he臓◎耳阜．qna　6至　c◎a≦；眠一

9ated　b旦◎◎δ，

　　12）True晦磁b亙。◎d　of　cadaver＄is癒at曲ich　does　ho亀cc瞬a加blood
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clets　and　which　has　its　fibrinogen　degenerated，　axtd　wilg　not　coagulate

naturallY　even　when　thrombin一　is　added．

　　13）The　mecha簸ism　of　ac擁Q．簸of　liq題i（玉bloo（玉of　ca（lavers量s　cGRsidere（董to

be　as　fol亘。宙s：伽亙簸　cases　◎f　stra簸9賦laもed．　or　s睡dde簸　death，　sOme　act五ve

substance　results　that　is　capable　of　dissoiving　clots　of　coagulated　b1ood，　on

the　other　hand，　blood　that　has　coagulated，　is　imperfect，　and　is　dissolved

by　the　active　substance　above　menti・oned．

　　As　a　result　fibrinogen　becomes’　dege，nerated　and　compiately　loses　its

power　of　cgotsing　and　beeome　the　“True　liqttid　blood”　of　cadavers．

　　The　act三ve　subs士a簸ce　i窪the　blo◎（i　is　beiieved　to　be　so　ca至led丘bri且oiys海．

　　14）The　dege互｝erated量bてi且．oge簸is　relatively　i皿s◎1駅ble　1鍛d1st畳1且ed　water

b理重　soluble　in　physiO互ogica亙sali皿e．


